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献 呈 の 辞
経営学部 教授江崎晃幸先生が,本 年3月5日 にめで た く古希 を迎 え られ,2000
年3月 末 日をもって明治大学 を定年退職 される ことにな りま した。本学の定 年規
則によるものとはいえ,私 ども後進一同 にとっては誠に寂蓼の感があ ります。
先生 は,本 学 に経営学部が開設 された翌年 の1954年6月に専任助手 として赴任
され,爾 来45年の長 きにわたって,学 部の教育活動に専念 され,多 くの優れた人
材 を世 に送 り出 して こられま した。先生が経営学部の発展 と後進 の育成 に貢献 さ
れたその功績は,経 営学部 の歴史に末永 く刻 まれるものと確信いた します。
近年 における情報化 の急速な流 れのなかで,先 生 の対象 とされてい る研究領域
もその姿 を一変 させ ま した。 とくに1960年代後半か ら活発 になった企業 にお ける
コンピュー タの導入 ・普及は,先 生が就任当初担 当 された事務管理論 とい う科 目
名称 をも後景 に押 しやるほ どの激 しい もので した。先生は,こ うした趨勢 をいち
早 く捉 え,絶 えずその先端 の研究 に取 り組み,と りわ けアメ リカの経営情報 シス
テムの研 究では,大 きな功績 を残 されま した。その成果 はその時 々に,日 本DP
協会,オ フィス ・オー トメーシ ョン学会,経 営情報学会な どの場 に発表 されると
同時に,そ れ を教室での学生の指導 に還元 され,世 に一歩先 ん じた内容 を講義 さ
れて きました。 まさに先生の教育 と研究に対する熱意 と人柄が窺われます。
教育 と研究 だけで な く,先 生は,学 園紛争 の激 しい時代 に学生部委員 とい う激
職 に就かれたのをは じめ,学 生相談員,大 学院委員,大 学院経営学研 究科専攻主
任,経 営学科長 を歴任 してお られ,学 内行政の面で も多大な貢献 をされ ました。
この度,先 生の在職 中の ご功績 を称 える とともに,多 年 にわたるご指導 に感謝
し,本 号 を先生の退職記念号 として刊行す ることにな りま した。今後 とも私 ども
後進のご指導 をお願 いす るとともに,先 生の益 々のご健勝 をお祈 り申 し上 げ,献
呈のことば といた します。
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